
●沖縄市社協では、障

がい当事者や支援団体

等を対象に、災害時の

支援活動についてのモ

デル事業に取り組んで

います。本事業を通じ

て、日ごろからの障が

いを持つ方と地域の結びつきや顔の見える関係

づくり、地域での見守り体制づくりの構築を目

的としています。講師はＮＰＯ法人防災サポー

ト沖縄の長堂政美氏、ＮＰＯ法人バリアフリー

ネットワーク会議の親川修氏が担当。今後は、

県外講師による聴覚障がい当事者の自助活動を

学ぶ「聴覚障がい当事者・支援者向け講演会」

と、実際の福祉施設を使う「災害時福祉避難所

訓練」を実施します。どちらも県内初の事業で

す！多くのみなさまのご参加お待ちしています。

●沖縄市地域見守りネットワーク事業所連絡学

習会を開催しました。この事業は、新聞販売店、

ヤクルト販売店、郵便局、等の事業所の職員が、

業務中に「気になる世帯」を見つけたときに社

協へ連絡をし、見守り活動を行う事業です。今

回はネットワークに参加している２７の事業所

と沖縄警察署などの関係機関に参加を呼びかけ

ました。学習会では「ホットスポットパトロー

ル活動」を沖縄県認知症行方不明者家族の会の

安慶名達也氏に講話をいただき、その後、各事

業所間の活動報告と情報交換会を行いました。

●沖縄市社協心配ご

と相談所の相談員研

修会を開催しました。

講師は喜納高宏さん

（おきなわ多文化共

生のまちづくり振興

会代表）テーマは

「ＬＧＢＴの現状と地域との関わり」相談員か

らは、熱心な質問も寄せられ有意義な研修とな

りました。喜納さん！ありがとうございました。
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●ラン伴沖縄２０１７の沖縄市コースが１１月

２５日の午後に無事ゴールしました。ラン伴と

は、認知症になっても安心して暮らせる地域作

りを目指して、認知症の人も同じ地域で暮らす

人たちがつながる場となることを目指し、北海

道から沖縄までタスキをつなぐという日本を縦

断するプロジェクトです。多くの方が参加した

沖縄市コースは、もろみの里を出発し国際カー

ニバルの会場でゴールを迎え、沿道で多くの方

がランナーに声援を送っていました。ご協力い

ただいたみなさま！ありがとうございました。
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内容⇒庭の草刈

依頼者⇒独居男性高齢者（照屋在）

日 程⇒１２月中

時 間⇒午前９時～正午の間

場 所⇒依頼者自宅

人 数⇒１人で可能ですが、グループでの

参加もＯＫ！

備 考⇒道具類は社協で準備します。

内 容⇒将棋の対戦相手

依頼者⇒高齢者男性（松本在）

活動日⇒月～木の間のいずれか。週末は

ショートステイを利用してい

るので平日で活動日を調整。

時 間⇒午後１時～午後６時

場 所⇒依頼者自宅

人 数⇒１名

依頼者⇒ＮＰＯももやま子ども食堂

内 容⇒調理ボランティア

（調理準備・配膳・片付けなど）

（タコライス・カレーなどの調理）

活動日⇒毎週土曜日

時 間⇒午後３時～午後７時

場 所⇒ももやま子ども食堂内

（沖縄市諸見里2-2-2 １階）

人 数⇒２名

備 考⇒①駐車場は諸見里公民館の裏

②１，０００円の活動費あり。

③エプロン持参でお願いします。

④メニューは相談します。


